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７４ミヨウガの早出し栽培技術の硝立

課題名

早出し用ミヨウガの適品穏・系統の選定

試験研

究年次 ６０～６３年（完了）

Ｉ目的

分類 ①

露地及びハウス栽培の早出しに適したミョウガの品種･系統を選定し、ミョウガ栽培技
術改善の資料とする。

Ⅱ試験方法

エ供試品種

陣田早生、諏訪２号、早生２号、晩生２号、九重系（仮称）

宮原系（同）、光安系（同）、屋川２号（同）、小倉系１号（同）
同２号（同）、同３号（同）

２試験規模１区３～５㎡

３耕種概要

（１）植付期跡地：６１年３月１日

ハウス：６２年２月５日

（２）栽植間隔露地：うね幅1.5,1条植え

ハウス：うね幅1.4ｍ２条植え

（３）施肥量露地､ハウスともにＮ＝15kg,Ｐ205＝１５kg,Ｋ２０＝15kg／10ａ
（２）栽培様式露地は７～８月に黒寒冷紗１枚被覆

ハウス栽培は硬質温室のカーテン１層被覆で､６１．６２年は無加温栽培

63年は12℃の加温栽培で、保温開始は11月15日

Ⅲ主要成果の概要

１露地及びハウス栽培の早出しに適したミョウガの品種・系統を選定した。

（１）品種特性として萌芽・生育は‘陣田早生’が安定して早く､花蓄色は‘九重系，
が最も濃紅色で、‘陣田早生，、‘早生２号，がこれに次いでいる。いずれもハウス栽

培すると早期の花善は小さいが、無加温栽培での収穫開始期は露地より６～15日早ま
る。

（２）露地用の早出しには早生種で紅色の濃い‘陣田早生’と、安定した収童を示す
‘諏訪２号，が有望である。

（３）ハウス栽培の早出し用には早期収量が多い‘陣田早生，及び‘早生２号，、‘諏
訪２号，が有望である。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表露地栽培における収盆住比較

品種･系統名
時期別花菅数約上物平均上物
６月７月８月合計 花菅重花菅重率（N/N）

本 本本本ｇｇ％

(63年）

花菅色

陣田早生16.5113.0７．５１３７．０７９５７．７４０．２０
蝿肪２号３．０１２３．５19.5146.0９０２８．１

早生２号８．０５１．５２．５６２．０３９０８．６

晩生２号2.068.0１８．０８４．０５２１７．７

九童系４．０５１．５２３．５７９．０４５８７．３
光安系９．０４１．５３．０５３．５３４２７．４
小倉系ユ号７．０１０１．０15.5123.5７２５７．２

同２号12.0108.514.0132.5８０８７．４
両３号９．０78.012.0９９．０５７４７．５
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注）①収盆は１㎡当たり②花茜色：＠（濃紅色）～Ｏ～△（淡紅色）
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第１図ハウス無加温栽培における早期収量比較（６１
注）上物率は62年の成績
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第２図ハウス加温栽培における早期収量比較（63年）
注）花曹重は上物の平均花雷重
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１７月以前の早出しは単価が高いので、ミョウガ栽培農家の経営改善の資料となる。
２紅付きの優れた高品質花曹生産には､敷料の施用と20℃前後の温度管理が望ましい。
３根茎腐敗病やウイルス病の持込みに注意する。
４優良系統は出来るだけウイルスフリー化を行い、生塵力を高める。
Ⅵ今後の研究上の問題点
１ウイルスによる被害程度の解明

２ウイルスフリー苗の作出・増殖と生産:力の検定
Ⅶ賛科名
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